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会  議  要  録 

 

名 称 令和４年度 第１回西予市地域包括支援センター運営協議会 

事 務 局 

福祉事務所 長寿介護課  

電 話 0894-62-6406 

ＦＡＸ 0894-62-6543 

開 催 日 時 令和４年７月 21 日（木） 18：40～20：40 

開 催 場 所 西予市役所 ５階会議室 

出席者 
委 員 出席９名  欠席２名 

事務局 ９名 

議事内容(要旨) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質疑応答 

１ 副市長あいさつ 

２ 議事 

（１）西予市地域包括支援センター運営協議会について  

【資料１】を使用し、事務局より説明 

（２）西予市地域包括支援センター運営指針について 

【資料２】を使用し、事務局より説明 

（３）令和３年度西予市地域包括支援センター活動事業報告 

【資料３】を使用し、事務局より説明 

（４）令和３年度西予市地域包括支援センター収支決算書 

【資料４】を使用し、事務局より説明 

（５）西予市地域包括支援センター事業評価について 

【資料５】を使用し、事務局より説明 

（１）から（５）まで出席委員全員の了承により受理 

（６）令和４年度西予市地域包括支援センター事業計画 

（７）令和４年度西予市地域包括支援センター収支予算書 

【資料６.７】を使用し、事務局より説明 

 



（委 員) 

 

（事務局） 

 

（委 員) 

（事務局) 

 

 

 

 

（委 員) 

 

 

（事務局) 

 

（委 員） 

 

（事務局） 

 

（委 員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委 員） 

 

（事務局） 

 

（委 員） 

 

（事務局） 

（委 員） 

（事務局） 

（委 員） 

エンディングノートはどのような形で配布されているのか。無料

で配布されているのか。 

サロン等高齢者が集まる場を利用し、希望者には無料で配布して

いる。 

認知症カフェの状況について 

包括が開催しているのは野村地区だけ。介護予防サポータ―養成

講座を修了した人を対象に昨年度１年間準備して、今年４月から

開設した。そのほか社協と民間とで行っているが、コロナでなか

なか行えていない状況。介護予防サポーター修了生等を中心に少

しずつ広げていきたいと考えている。 

エンディングノートの普及について、福祉施設サービス等いろい

ろな集まりを通して話してもらったら、包括支援センターの普及

啓発になるのではないかと思う。 

コロナ下でサロン等集まりの場が少なくなっているが、集まりが

あれば出向いていくので、情報提供をお願いしたい 

在宅医療の件、難しいと思うが、手ごたえのようなものがあれば

教えてほしい。 

最期をどこで迎えるか本人の意思を大切にいろいろな課題につ

いてチームでかかわることを基本に考えている。 

看取りについては家族の協力が必要。高齢化の進んでいる当市で

は看取りはがんに限ったことではない。コロナ下で面会もできな

い状況の中で看取りの難しさを感じながら日々取り組んでいる。 

（８）予防給付に係るマネジメント業務を委託する居宅介護支援

事業所について    

【資料８】を使用し、事務局より説明 

（質問なし) 

出席委員全員の了承により承認 

３ 協議【資料９】をもとに包括支援センターの認知度を上げる

ための対策について協議 

サロン等相談の実績に旧町ごと地域差があるが、なにか原因があ

るのか。 

旧町ごとに依頼先が異なる。包括と市保健師の場合に分かれるた

め、実績に差がある。市保健師の依頼件数について補足説明。 

地区であった事業がなくなった。自主的な事業としてやっていか

なければならないと考えている。 

いきいきふれあいサロン等実施しているので活用してほしい。 

各地区民生児童委員協議会の定例会に包括は出席しているのか。 

定期的に出席し、情報共有に努めている。 

先般詳細なガイドブックが出たが、簡単なものでいいので包括支



 

 

（委 員） 

 

（事務局） 

 

 

（委 員） 

 

 

 

（委 員） 

 

援センターや制度等を周知してほしい。大変な業務だと思うが訪

問等で多くの人に周知を図って欲しい。 

介護保険は介護になって申請する方が多い。（支援センターは）

看板がないと知らない人が多い。サロン等事業の実施でセンター

の業務を周知して欲しい。 

事業周知としては、社協だより、支所だよりで周知しているが今

後も有効活用について検討していきたい。 

包括支援センターという名称は難しいが、顔の見える関係で困難

事例を解決していく。関係性を構築していくことが大切。福祉サ

ービスの情報を得るのは広報なので広報活用等検討していくの

はどうか。 

「地域包括支援センター」というネーミング例：よろず相談所 

限られた人員でたくさんの事業を行うので、サロン等種まきをす

るようなきっかけを作るような事業を大切にして欲しい。 

４ 閉会あいさつ  

副会長 

会議名 ： 地域包括支援センター運営協議会 

公開開始日 

会議の概容  

  西予市地域包括支援センター運営協議会は、地域包括支援センターの公

正・中立性の確保その他センターの円滑かつ適正な運営を図るため設置され

ている。 

 

  運営協議会は15人以内の委員をもって構成し、市長が委嘱する。 

  運営協議会の会議は、必要に応じて会長が召集する。 


